
























四二）年八月二七日に海洋冒険者・中島正一が国士舘大学三年のときに、北海道の白神岬から青森県龍飛崎間の津軽海峡を泳いで横断した記録である。魔の海峡に真正面から立ち向かい、世界で初めて遠泳横断を成し遂げたこの所要時間こそが、中島の栄光の刻印だ たのである。そしてそこには、幼 ころから 峡横断を夢見ていた中島の、壮絶なドラマ 刻み込まれていたのだ た
子供のころの中島にとって、唯 の遊び相手は海だっ








皮むけば獰猛な牙を覆い隠していることも、少年は地元の漁師たちから言い聞かされていた。 「ベタ凪で海面穏やかそうだが、ここには一皮捲れば海流が暴れまわっているんだ。だから沖合に見える縞模様 筋までいっちゃならねえ。とくにあの黒 縞の筋には、恐 し 龍が潜んでい 」と
確かに、わずか一〇数キロの距離にある白神岬は、慣






















































































































































































































1967 8/27 津軽海峡横断 北海道福島町、白神岬～青森県三厩村 20 7 時間 日本初








35 11 時間 35 分 世界新記録
1972 7/31 朝鮮海峡横断 長崎県上県町、対馬～韓国、南兄弟島 58 17 時間 20 分
1973 8/23 鳴門海峡横断 徳島県鳴門市、大毛島～兵庫県、淡路島 1.37 28 分 日本新記録














4.5 59 分 30 秒 日本人初
1979 12/14 初島～熱海潜水横断 初島（静岡県）～熱海 12 5 時間 36 分
1980 1/1 マゼラン海峡潜水横断 チリ、プンタ・アレーナス～フェゴ島 4.5 1 時間 35 分 世界初
1981 9/17 太平洋マラソン遠泳 静岡県下田市須崎～千葉県館山市、北条海岸 100 23 時間 20 分
中島正一「私のスーパーアドベンチャー人生」（『知識』第 44 号、アートプロダクション・ノア「知識」出版部、1985 年 8
月）201 頁の表などより作成。
表 2　中島の引率リレー遠泳挑戦経歴





































































































島に関する朗 はついぞ聞かれることはなかった。しかし、風とともに去ったはずの中島 意思は、彼 後継者によってしっかりとキャッチされ、今に繋がっている。
中島がドーバー海峡横断に挑んでから一〇年後の








た、上陸後に飲み物とパンを差し入れてくれた前田勝広氏とは 本稿の取材のために福島町役場を訪れた時、二三年ぶりの再会を果たした。教育長である前田氏と私はお互いに手を取り合ったまま、しばらく言葉が出せなかった。さら 、後日、尾迫氏が北海道側から青森県側への津軽海峡横断 いった 以前とは逆コース の横断に挑戦した時、伴走船の船長を務めてくれた水嶋光弘氏からは、本稿で記した津軽海峡の潮目の解析について助言を受けるなど時を越え 友情が続いている。
さらに中島の意思を継ぐ人物として、石井晴幸氏の名



















































































冒険航海の遭難濃厚」 （ 『読売新聞』 ・東京朝
刊、一九九一年二月一九日）三一頁。
（
21） 註 （
3） 、一頁。
